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リン酸カルシウム基材によって形成 された伝導性骨の改造現象 と

その リン酸カルシウム基材の吸収

'‐

TCPと 焼結および非焼結のカーボネー トア

導性骨 と填入 した材料 自体の吸収、すなはち、

云導性骨の改造現象 とその リン酸カルシウム

ヨ互機能について組織学的、免疫組織学的に検

討 したものである。骨芽細胞分化因子、骨基質因子の発現や分布状態は抗 Osterix抗 体、

抗 OsteOcalcin抗体、抗 Dentin‐ Matrix Protein I抗 体を使用 し、破骨細胞による吸収の

有無、経過については TR_4P染色を用いて観察 している。

その結果、伝導性骨の形成は形成時期に著 しい差異があるものの、どの填入材料 も伝

導性骨に取 り囲まれ、骨形成量はβ
‐TCP、 焼結、非焼結のカーボネー トアパタイ トの順

であつた。また、各填入材料の伝導性骨面には Osterix発現細胞が分化することか ら、破

骨細胞の分化を骨芽細胞の分化が誘導する可能性を示唆 している。一方、各填入材料によ

り骨吸収の過程に異なる′点があり、吸収量は伝導性骨形成量 とは逆の非焼結、焼結のカー

ボネー トアパタイ ト、 β
‐TCPの順 となっていた。伝導性骨面、各填入材料面には T碍 Pゝ

陽性細胞の出現、分化が認められ、形成 された伝導性骨は減少 し、各填入材料 も経時的に

縮小 し、伝導性骨に改造現象が現れるだけでなく、填入 した材料にも骨 と類似する吸収が

生 じていた。また、抗 OsteOcalcin抗体、抗 Dentin‐Matrix Protein I抗体より骨の形成

と吸収は反復 してお り、かな り複雑であることを明らかにしている。

これ らのことか ら、リン酸カルシウム基材によって形成 された伝導性骨の改造現象 と

その リン酸カルシウム基材の吸収性から、焼結カーボネー トアパタイ トと非焼結カーボネ

ー トアパタイ トの中間的性状をもつた生体親和性材料が速やかに伝導性骨が形成 され、通

常の骨修復時に見 られる改造現象を受け、既存骨に同化するするのではないかと考察 して

いる。

以上により審査委員は本論文が生体親和性材料であるβ
‐TCPと 焼結および非焼結の

カーボネー トアパタイ トによって形成 された伝導骨性骨の改造現象 とその生体親和性材

料 自体の吸収性を明 らかにした。審査にあたってはこれ らの生体親和性材料による骨の形

成 と吸収、材料 自体の吸収について討議 され、的確な考察がなされ、しかも、臨床応用が

期待 され、極めて価値のある所見を提供 したものであり、博士 (歯学)の学位を授与する

に値するものであると判定 した。                         |


